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要旨

　本発表では、アラビア語チュニス方言（北アフリカ、チュニジア共和国）における、maː- と -ʃ が述語を挟
むことによって作られる否定文を取り上げた。物語テクストから資料を収集し、この否定文がＳＶ構文では
現れるのに対して、主題のないＶＳ構文で現れないことを指摘した。その理由として、ＶＳ構文の現実的な
事態を述べる機能と maː- と -ʃ 否定文の表す非現実的否定とが相反しているからである、という解釈を述べ
た。さらに、ＳＶ構文が非現実的な陳述と結びつく理由についても、主題について、話し手の想像する解釈
を述べるという機能が、非現実性にも関わりをもつためであると考察した。


1. 本発表の課題

　事態が現実の領域ではなく、想像の領域にあることを表す非現実性は、しばしば否定と関連づけられて
きた。本発表は、アラビア語チュニス方言の否定と主題化の関係の分析を通じて、非現実性が主題化とも
関連を持つことを指摘する。この言語では、一般的な否定文は、動詞などの述語を maː- と -ʃ で挟むことに
よって作られる。


(1)	maː-qaːl-ʃ	 	 	 	 	 	 daːr-u 	ː 	 wiːn 

	 NEG-彼は言った-IRR		 家-彼の		 どこか

	 「彼は自分の家がどこか言わなかった」（I, p.15, l.5）


発表者は以前の研究において、-ʃ が非現実性を表し、それゆえ、maː- と -ʃ による否定文は「非現実的な否
定」であること（熊切 2019）、この二要素による否定文の成立に主題が関与していること（熊切 2022）を
指摘した。

　本発表では物語テクストを調査し、「非現実的な否定」である maː- と -ʃ による否定文が無題文では現れ
ない可能性があることを指摘し、その上で、主題文と非現実的否定の意味的な関連を考察する。


2. アラビア語チュニス方言について

　アラビア語チュニス方言（以下、チュニス方言）は、現代アラビア語諸方言のひとつであり、北アフリ
カ、チュニジア共和国の首都チュニスを中心に広く用いられている（Singer 1984, Gibson 2009）。

　動詞には完了形と未完了形があり、人称・数・性によって活用する。名詞には男性と女性の 2 つのクラス
があり、単数形と複数形がある。

　本稿の資料として、チュニス方言による物語集である『アル＝アルウィー物語集』（Al-ʕArwiː, ʕAbd-al-
ʕaziːz (1989) ħikaːjaːt al-ʕArwi  ːVol. I-IV. 2nd edition. Tunis: Al-Daːr Al-Tuːnisiːja li-l-Naʃr）を利用した。引用にさいし
ては，訳文末の ( ) 内に、ローマ数字で巻番号、アラビア数字でページ番号（p.）と行番号（l.）を記した。


3. アラビア語チュニス方言の否定の概観

　本節では、アラビア語チュニス方言の 「maː- と -ʃ 否定文」（3.1.）と主題との関連（3.2.）について概観
する（詳しくは熊切 2019, 2022 を参照されたい）。


3.1. maː- と -ʃ 否定文

　チュニス方言の否定辞（NEG）には maː- と laː- の 2 種があるが、このうち、laː- は特定の構文でしか現れ
ない（ (11) を参照されたい）。本発表では maː- を中心に扱う。

　否定辞 maː- が、非現実性を表す接尾辞（IRR）-ʃ と共起すると、一般的な否定文となる（本発表では
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「maː- と -ʃ 否定文」と呼ぶ）。

　いっぽう、maː- は、否定極性語と共起した場合、「いかなる～も～ない／しない」という全面的な否定
を表す否定文となる（本発表では「maː- のみ否定文」と呼ぶ）。

　次の (2) は maː- と -ʃ 否定文、(3) は maː- のみ否定文である。


(2)	w-huːwa		 maː-ʕqal-haː-ʃ

	 そして-彼	 NEG-気がつくPERF.3SG.M-彼女を-IRR

	 「そして彼は彼女に気がつかなかった」（I, p.120, l.12）

(3)	ʕlaːkulliːħaːl		 maː-faːt-na 	ː	 	 	 	 	 	 	 	 	 ʃajj

	 なんにせよ	 NEG-過ぎ去るPERF.3SG.M-我々を	何も

	 「なんにせよ何も我々から過ぎ去ってはいない（＝我々はまだやり直せる）」（I, p.57, l.7）


3.2. maː- と -ʃ 否定文と主題

　maː- と -ʃ に挟まれうるものは、動詞句、前置詞句、特定の名詞句、特定の副詞・形容詞のいずれかが述
語であるときである。このうち、存在を表す存在文を作る副詞・形容詞を除いて、これらの述語は、主題
文の述語となりうる点で共通している。すなわち、maː- と -ʃ に挟まれる述語を持つ否定文は、構造的に主
題文に類似している。

　ここで、チュニス方言の主題文について概観する（詳しくは熊切 2018 を参照されたい）。

　チュニス方言では、文中の要素を文頭に置くことで主題化することができる。その際に、その主題に一
致する人称要素（動詞屈折辞、対格人称接尾辞・属格人称接尾辞）が、主題が評言内部において占めてい
た位置に現れて代行する。以下の (4)（作例）の (4a) は主語が主題となった場合であり、動詞が主題に一致
している。(4b) は目的語が主題となった場合であり、動詞句の一部である対格人称接尾辞が主題に一致して
いる。


(4)	a.	 inti 	ː 	 	 xalliːt-ni 
ː
	 	 あなた	 	 放置するPERF.2SG-私を

	 	 主題	 	 	 評言（動詞が主題に一致）

	 	 「あなたは私を放置した」

	 b.	 aːna 	ː 	 	 xalliːt-ni 	ː

	 	 私		 	 	 放置するPERF.2SG-私を

	 	 主題	 	 	 評言（対格人称接尾辞が主題に一致）	 

	 	 「私はあなたが放置した」


　述語となる動詞句、前置詞句、特定の名詞句が、何らかの人称要素（動詞屈折辞、対格人称接尾辞・属
格人称接尾辞）を含み、その人称要素が主題と一致している場合、その述語は maː- と -ʃ で挟むことができ
る。

　上の (2) では主語 huːwa が主題化されており、その人称は動詞 ʕqal の屈折辞（3 人称単数男性形）として
表示されている。次の (5) では前置詞句が maː- と -ʃ に挟まれており、そこに含まれる属格人称接尾辞 -hum 
が主題の n-nsa  ːと一致している。


(5)	ʕlaːxaːtˤir		 n-nsa 	ː 	 maː-fiː-hum-ʃ	 	 	 	 	 	 	 aːmaːn

	 なぜなら	 DEF-女PL	 NEG-中に-彼女たちの-IRR		 信用

	 「なぜなら、女たちは、彼女たちの中に信用がないからだ（＝女というものは信用できない）」

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （I, p.115, l.11）


　ただし、maː- と -ʃ 否定文では、主題が明示されない (1) のような場合も多く、その点で主題文と異なる。

　いっぽう、maː- と -ʃ で挟むことのできない述語も存在する。それらは、主題となりうる人称要素を含ん
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でいなかったり、そもそも人称要素がない述語である。そのような場合には、主語に一致した人称辞を 
maː- と -ʃ が挟んだ「否定人称句」が述語の前に現れ、maː- と -ʃ 否定文が作られる。次の (6a) では述語に主
語に一致した人称（2 人称単数）が含まれておらず、それゆえ (6b) のように maː- と -ʃ で挟むことができない。


(6)	a.	 inti 	ː 	 	 min-ummt-u 
ː
	 	 あなた	 	 から-ウンマ-彼の

	 	 主題	 	 	 述語

	 	 「あなたは彼のウンマ（ムハンマドのイスラーム共同体）に属している（＝あなたはムスリムだ）」 

	 b.	 *inti 	ː 	 maː-min-ummt-uː-ʃ 

	 c.	 inti 	ː 	 	 maː-k-ʃ	 	 	 	 	 min-ummt-u 
ː
	 	 あなた	 	 NEG-あなた-IRR	 から-ウンマ-彼の

	 	 主題	 	 	 評言（否定人称句　述語）

	 	 「あなたは彼のウンマに属していない（＝あなたはムスリムではない）」（II, p.309, l.4）


　そこで、(6c) にように inti  ːに一致する人称辞を maː- と -ʃ で挟んだ maː-k-ʃ が述語の前に現れ、inti  ːを主題化
することで maː- と -ʃ 否定文が形成されることとなる。すなわち、あたかもその主語を主題とする主題文に
変換することで、 maː- と -ʃ 否定文を成立させるのである。

　上記のように、maː- と -ʃ 否定文には、主題が深く関わっている。


4. 動詞文の語順と否定

4.1. 動詞文の語順

　ここでは、チュニス方言の動詞文（動詞が述語となった文）について概観する。

　動詞文は、動詞（Ｖ）・主語（Ｓ）の順になるＶＳ構文、主語・動詞の順になるＳＶ構文、主語が省略
されたＶ構文の 3 種がある（熊切 2021）。


(7)	a.	ＶＳ構文	 fi-θ-θniːja	 	 qaːlt-ilha 	ː 	 	 	 	 	 l-aʕruːsa

	 	 	 	 	 	 中に-DEF-道	言うPERF.3SG.F-彼女に	 DEF-花嫁

	 	 	 	 	 	 「道すがら，花嫁が彼女に言った」（I, p.20, l.3）

	 b.	ＳＶ構文	 si-t-taːʒir		 	 	 l-akħal	 	 qaːl-lu 
ː
	 	 	 	 	 	 敬称-DEF-商人	 DEF-黒い	 言うPERF.3SG.M-彼に

	 	 	 	 	 	 「黒い商人殿は彼に言った」（I, p.115, l.9）

	 c.	Ｖ構文	 	 qaːl-lu 	ː 	 	 	 	 	 	 tilʕab-ʃi 	ː 	 	 	 	 	 ʃ-ʃitˤranʒ

	 	 	 	 	 	 言うPERF.3SG.M-彼に	 遊ぶIMPF.2SG-IRR		 DEF-チェス

	 	 	 	 	 	 「彼（黒い商人）は彼に言った。『あなたはチェスはやりますか？』」（I, p.114, l.15）


　ＶＳ構文はこの言語の動詞文の基本語順である。ＳＶ構文は、主語が主題化された文である（上の (2) と 
(4a) も同様である）。

　上述したように、この言語においては maː- と -ʃ 否定文と主題が関連している。そのため、maː- と -ʃ 否定
文は主題文であるＳＶ構文として現れやすく、逆に、主題化されていないＶＳ構文にはなりにくいと想定で
きる。

　そこで、本発表では、チュニス方言で書かれた物語テキストを対象に、否定文と主語・動詞の語順の関
連を調べることとする。


4.2. 動詞否定文の語順

　否定文には maː- と -ʃ 否定文と maː- のみ否定文の 2 種があり、Ｓのある動詞文にはＳＶ構文とＶＳ構文の 
2 種がある。それゆえ、4 種の構文、S maː-V-ʃ、S maː-V、maː-V-ʃ S、maː-V S がありうることになる。

　前節で述べたように、主題化されていない maː-V-ʃ S と maː-V S が現れないか、少ないものと考えられる。
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　そこで、物語テキストを調べたところ、2700 の文のうち、maː- 否定文が 153 文あり、そのうち動詞文の
否定が 109、主語が明示されたもの（すなわちＳＶ構文かＶＳ構文）が 38 あった。この 38 を (8) のように 4 
種に振り分けると、次のようになった。例とともに示す。


(8)	a.	 S maː-V-ʃ：19 例

	 	 w-huːwa		 	 maː-ʕqal-haː-ʃ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （＝(2)）

	 	 そして-彼	 	 NEG-気がつくPERF.3SG.M-彼女を-IRR

	 	 「そして彼は彼女に気がつかなかった」

	 b.	 S maː-V：8 例

	 	 laːkin		 rˤabb-i 	ː 	 maː-jxalli 	ː 	 	 	 	 	 	 	 b-ħadd

	 	 しかし	主-私の		 NEG-放置するIMPF.3SG.M		 で-誰も

	 	 「しかし、我が主（＝神）は誰も放っておかない」（I, p.212, l.7）

	 c.	 maː-V-ʃ S：2 例

	 	 aːna 	ː 	 maː-jitʕaddaː-ʃ		 	 	 	 	 	 iðˤ-ðˤulm		 	 fiː-blaːd-i 
ː
	 	 私		 	 NEG-通るIMPF.3SG.M-IRR	 	 DEF-不正	 	 中に-国-私の

	 	 「私の国では不正が通用しない」（I, p.126, l.2）

	 d.	 maː-V S：9 例

	 	 ʕlaːkulliːħaːl		 maː-faːt-na 	ː	 	 	 	 	 	 	 	 	 ʃajj	 	 （＝(3)）

	 	 なんにせよ	 NEG-過ぎ去るPERF.3SG.M-我々を	何も

	 	 「なんにせよ何も我々から過ぎ去ってはいない（＝我々はまだやり直せる）」


　ＳＶ構文である (8a)、(8b) が全体の過半数である 27 例を占めるというのは想定に近い。そのいっぽう、
ＶＳ構文は全部で 11 例であり、特に  maː- のみ否定の (8d) は 9 例と多く、想定とは異なる。

　そこで、(8c)、(8d) のそれぞれについて詳しく検討することとする。 


4.3. ＶＳ構文と maː- と -ʃ 否定文

　maː- と -ʃ 否定文でＶＳ構文となるものは、今回の調査では 2 例あった。そのうちのひとつが (8d) である。
しかしながら、この例は主題文でもある。すなわち、(8d) では動詞の後に主語 iðˤ-ðˤulm が現れているが、そ
のいっぽう、文頭に置かれた aːna  ːは、前置詞句 fiː-blaːd-i  ːの 1 人称単数の属格人称接尾辞に一致しており、
主題であると考えられる（ただし、述語には含まれないので maː- と -ʃ には挟まれえない）。

　もうひとつの例は (9) である。


(9)	ʕand-i 	ː 	 	 tˤaːbuːna		 	 maː-mallsit-haː-ʃ	 	 	 	 	 	 	 bint	 mrˤa 
ː
	 にある-私の	 パン焼き窯	 NEG-ロクロで作るPERF.3SG.F	 娘		 女

	 「私には、女の娘が作らなかったパン焼き窯（＝人間が作ったのではない魔法のパン焼き窯）がある」

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （I, p.210, l.13）


　(9) では、不定名詞 tˤaːbuːna の後にＶＳ構文の maː- と -ʃ 否定文が後続している。この場合、2 つの文として
解釈できるが、不定名詞の後には関係詞が現れないため、否定文を関係節として捉えることができる。
チュニス方言においては、関係節に修飾される名詞句は、主題と同じように、関係節内にこれに一致した
人称要素が現れる（(9) の場合は、-haː）。それゆえ、この例もまた主題化と関連づけて解釈できる。

　すなわち、maː- と -ʃ 否定文でＶＳ構文となる 2 例は、主語以外の要素が主題化された主題文であり、そ
の意味では、ＳＶ構文の maː- と -ʃ 否定文の (8a) と同じグループに含めることができる。

　それゆえ、今回の資料には、主題文ではない maː- と -ʃ 否定文の例は存在しない、といえる。
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4.4. ＶＳ構文と maː- のみ 否定文

　maː- のみ 否定文でＶＳ構文となるものは、今回の調査では 9 例あった。

　そのうち、(8d) のように maː-　が、否定極性語（ʃajj《何も》、(10) の ħadd《誰も》）と共起したり、あ
るいは (11) のように laː　と共起したりして、全面的な否定となるものが 7 例、(12) のように「～以外は～な
い」という排除否定となるものが 2 例あった。


(10)	 maː-ʒaːwib	 	 	 	 	 	 	 ħadd

	 	 NEG-答えるPERF.3SG.M		 誰も

	 	 「誰も答えなかった」（I, p.60, l.10）

(11)	 w-maː-jinfaʕ	 	 	 	 	 	 	 	 	 fiː-h	 	 	 la 	ː	 sˤabbaːt 	ʕ ʒild	 la 	ː	 	 sˤabbaːt 	ʕ ħdiːd

	 	 そして-NEG-役に立つIMPF.3SG.M	 中-それの	 NEG	靴		 	 革		 NEG		 靴		 	 鉄

	 	 「そして、そこ（剣の山）では、革の靴も、鉄の靴も役に立たない」（I, p.38, l.6）

(12)	 w-maː-jaxli 	ː 	 	 	 	 	 	 	 	 w-jʕammir	 	 	 	 	 	 	 kaːn	 il-ʕziːz	 	 	 iʒ-ʒwaːd

	 	 そして-NEG-空にするIMPF.3SG.M	 そして-満たすIMPF.3SG.M	だけ	DEF-万能の	 DEF-寛大な

	 	 「そして、万能で寛大な者（＝神）以外は（国を）空にもできず、満たしもできない」（I, p.60, l.5）


(8d) と (10) では、否定極性語（ʃajj《何も》、ħadd《誰も》が主語として、動詞に後続し、(11) では、sˤabbaːt  ʕ
ʒild と sˤabbaːt  ʕħdiːd が主語となっている。(12) の主語は kaːn に後続する il-ʕziːz iʒ-ʒwaːd である。

　そこで、maː- と -ʃ 否定文と異なり、どうして maː- のみ否定文で、ＶＳ構文が可能となるのかが、問題と
なる。

　これはひとつには 、ʃajj《何も》や ħadd《誰も》のような否定極性語は主題化されえないため、ＶＳ構文
となるのではないかと考えられる。

　もうひとつは、maː- と -ʃ 否定文と maː- のみ否定文の違いである。3.2. 節で見たように maː- と -ʃ 否定文は、
主題と深く関わっている。だが、maː- のみ否定文は、必ずしもそうではなく、maː- と -ʃ で挟めない述語と
も結合しうる。


(13)	 a.	 maː-ʕaːmil	 	 	 	 	 mʕaː-ja 	ː 	 	 illa 	ː 	 l-ikraːm

	 	 	 NEG-する.能動分詞	 ともに-私の	 以外	 	 DEF-寛大なこと

	 	 	 「彼は私に寛大なこと以外はしない」（I, p.15, l.13）

	 	 b.	 *maː-ʕaːmil-ʃ	 mʕaː-ja 	ː illa 	ː l-ikraːm


(13) の能動分詞 ʕaːmil は品詞としては形容詞である。通常の形容詞は maː- と -ʃ で挟まれることはないが、
maː- のみ否定文は可能である。すなわち、maː- のみ否定文では、maː- に後続する述語が主題の人称と一致し
ている必要はないということになる。それゆえ、maː- と -ʃ 否定文は、何らかの主題をともなわずには、Ｖ
Ｓ構文とはなりえなかったが、maː- のみ否定文は制限なくＶＳ構文をとりうると考えられる。

　そこで、この 4. 節をまとめると、今回の調査で得た資料では maː- と -ʃ 否定文はＳＶ構文が多く、主題の
ないＶＳ構文の例はない、ということになる。つまり 4.1. 節で述べた想定、maː- と -ʃ 否定文はＳＶ構文とし
て現れやすく、逆に、ＶＳ構文にはなりにくいという想定は妥当であると考えられる。


5. 非現実性と主題化

　前節で見たように、チュニス方言においては maː- と -ʃ の否定文ではＳＶ構文が優勢で、主題のないＶＳ
構文がないのに対して、maː- のみの否定文は、主題の有無にかかわらず、ＳＶ構文でもＶＳ構文でも現れう
る。

　本節では、この違いに関して、maː- と -ʃ の否定文と maː- のみの否定文の意味の違い、そして主題化とい
う観点から解釈を試みる。
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5.1. 現実性と非現実性

　ある事態が事実として捉えられているか、想像や仮定の領域に属すものとして捉えられているかを、表示
する文法的手段を多くの言語が持っており、意味的には、現実性（realis）・非現実性（irrealis）との名称で
区別されている。非現実性は、未来、習慣、条件などにかかわり、否定や疑問とも密接な関係を持つ
（Elliot 2000: 66-67, Palmer 2001: 53)。

　チュニス方言の否定文を現実性・非現実性の観点から捉えると、現実的な否定を表す現実的否定文と、
非現実的な否定を表す非現実的否定文の 2 種がありうる（熊切2019）。

　現実的否定とは、ある否定的な事態を現実に位置づけられるものとして述べる否定である。現実にかか
わっている（と話し手と聞き手が了解する）ため、現実的なものとみなすことができる。いっぽう、非現
実的な否定とは、ある肯定的な事態が現実には位置づけることができない、と述べる否定である。現実そ
のものについては何のかかわりもない（と話し手と聞き手が了解する）ため、非現実的なものとみなすこ
とができる。

　否定辞 maː- は現実的否定を表す否定辞であり、-ʃ は非現実性を表す接尾辞（IRR）である。それゆえ、
maː- のみ否定文は、現実的否定を表すが、maː- と -ʃ 否定文は非現実的否定を表す。次の (14) は maː- のみの
否定（現実的否定）、 (15) maː- と -ʃ の否定文（非現実的否定）である。


(14)	 huːwa		 qaːl	 	 	 	 	 	 jaː-ʃakkaːja	 	 w-hiːja	 	 	 qaːlit	 	 	 	 	 	 maː-sbaq

	 	 彼		 	 言うPERF.3SG.M	 よ-訴人pl	 	 そして-彼女	 言うPERF.3SG.F		 NEG-先に行くPERF.3SG.M

	 	 min-ni 	ː 	 	 ħadd

	 	 より-私の	 	 だれも

	 	 「彼（役人）は言った。訴人たちよ（入れ）！　そして彼女は言った。誰も私より先に来なかった

	 	 （＝自分が１番目だ）」（I, p.123, l.2）

(15)	 wild	 	 ʕamm-ha 	ː 	 	 maː-ʒaː-ʃ		 	 	 	 	 	 	 	 zaʕma	 	 	 	 aːʃ		 ʒrˤaː-lu 
ː
	 	 子ども	おじ-彼女の	 	 NEG-来るPERF.3SG.M-IRR	 	 もしかしたら	 何		 起きるPERF.3SG.M-彼に

	 	 「彼女のおじの息子（＝彼女の夫）は（旅から）戻ってこなかった。もしかしたら彼の身に何か起き

	 	 たのだろうか？」（I, p.119, l.11）


(14) では、「誰も私より先に来なかった」という否定的事実を現実に起きた事実として述べ、その事実によ
り、自分が１番目に訴えを行うことができると主張している。

　こうした現実的否定を表す否定文は、チュニス方言においては何らかの否定極性語（(8d)、(10)、（11）
も同様）をともない、意味的には、「いかなる～もない」という否定の全面性を表す。

　否定の全面性とは、他の事態の可能性をすべて排除するものである。いっぽう、「現実に起きた事実」
もまた、現時に起こりえた他の事態を排除するものである。それゆえ、全面的な否定は、他の事態の排除
という点で「現実に起きた事実」と類似することとなり、この類似性により、全面的な否定は現実的なも
のとして捉えられることになる。

　(15) は、(14) のように現実に何が起きたか、ということを述べるのではなく、「彼女の夫が戻ってきた」
という肯定的事態を否定することで、現実に起きなかったことを述べている。そして、そのことを通じて、
現実に起きたことが別にありうることが示唆される（「もしかしたら彼の身に何か起きたのだろう
か？」）。すなわち、この否定文自体は現実そのものとは関わりがないため、非現実的なものと捉えられ
ることとなる。

　ここで、動詞と主語の語順との関連に戻ると、現実的否定文（maː- のみ否定文）はＳＶ構文でもＶＳ構
文でも現れうるが、非現実的否定文（maː- と -ʃ の否定文）はＳＶ構文では現れうるが、主題のないＶＳ構
文では現れない。言いかえれば、非現実的否定文にはなんらかの主題がなくてはならない、ということに
なる。


5.2. 主題化と現実性・非現実性

　一般的にアラビア語では、主題のないＶＳ構文は、(i) 存在や提示を表す、(ii) 主語や文全体を新情報とし
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て焦点化する、(iii) 談話において事態を導入する、という機能を持つとされる（Hoyt　2009: 657）。チュニ
ス方言でも、主題のないＶＳ構文は、事態全体を述べる thetic な機能を持つ（熊切 2021）。

　すなわち、主題のないＶＳ構文は事態をそのまま述べるという点で、現実に起きた事態を述べるのに適
しており、現実性に関わる動詞構文である。

　これに対し、maː- と -ʃ の否定文は、非現実的な否定である。これは現実にかかわりのない事態を述べる
否定であるから、主題のないＶＳ構文のもつ現実性にかかわる機能と相容れないため、maː- と -ʃ の否定文
は主題のないＶＳ構文では現れないか（あるいは現れにくい）と考えられる。

　いっぽう、maː- のみ否定文が主題のないＶＳ構文となりうるのは、この否定文が、否定的事態を事実と
して述べる現実的な否定を表すからであろう。

　maː- と -ʃ 否定文がＳＶ構文ともつ強い結びつきも、非現実性とのかかわりから解釈ができる。主題化と
は、ある構造を持った文を「主題の部分とそれ以外の部分の 2 つから構成される構造」（野田 1994:50）へ
と変換することである。この新たな構造への変換によって、文は、主題と、それについて述べる評言とい
う 2 つに分けられる。評言は、例えば (2) のように、主題についての事実的な事態を述べる場合もあるが、
そのいっぽう、主題についての解釈を述べる場合もある。その場合、解釈自体は、話し手の想像の領域に
あり、必ずしも現実と関わりがある必要はない。それゆえ、主題文は、常に現実性と関わるＶＳ構文とは
異なり、非現実的な事態の陳述とも結びつきやすいのではないかと考えられる。

　本節をまとめれば、ＶＳ構文は現実的な事態を述べる構文のため、非現実的な否定である maː- と -ʃ 否定
文は出現しにくいのに対し、ＳＶ構文は、主題についての解釈を述べる構文であるため、非現実的な否定
文が現れやすい、ということになる。


6. まとめと課題

　本発表では、アラビア語チュニス方言の maː- と -ʃ 否定文を取り上げ、これが主題のないＶＳ構文として
は（少なくとも今回の資料では）現れないことを指摘し、その理由として、ＶＳ構文の現実的な事態を述
べる機能と maː- と -ʃ 否定文の表す非現実的否定とが相反しているからである、という仮説を述べた。

　さらに、ＳＶ構文が非現実的な陳述と結びつく理由についても、主題について、話し手の想像する解釈
を述べるという機能が非現実性にも関わりがあるため、と考察した。

　非現実性が、否定と深い関係を持つことについては、先行研究で指摘されてきたが、主題化とも関係が
ある可能性については、十分な言及がないように思われる。その一端を明らかにしたのが、本発表の意義
である。今後は、より多くの資料を収集し、今回の分析の妥当性をより高めていきたい。


略号 
1/2/3：1 人称、2 人称、3 人称、DEF：定冠詞、F：女性、IMPF：未完了形、IRR：非現実モダリティ辞、
M：男性、NEG：否定、PERF：完了形、PL：複数、SG：単数、-：形態素境界。
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